
 

（Ｊ
Ｒ
東
海
）活
用
す
る
計
画
は
な
い
。
大
気
環
境

測
定
に
は
使
う
か
も
し
れ
な
い
。 

◆
う
ち
の
建
物
の
基
礎
は
３
０
ｍ
あ
る
。
基
礎

を
通
じ
て
振
動
が
来
る
の
で
は
な
い
か
？ 

（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
建
物
の
基
礎
の
状
況
を
把
握
す
る

の
は
こ
れ
か
ら
。 

◆
工
事
中
桜
通
線
も
通
行
で
き
る
の
か
。
交
通

の
流
れ
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？ 

（Ｊ
Ｒ
東
海
）車
線
規
制
は
す
る
が
、
覆
工
板
で
通

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

◆
地
盤
沈
下
が
心
配
だ
。 

（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
（
リ
ニ
ア
事
業
で
の
地
盤
沈
下
に

は
）
補
償
が
あ
る
。 

◆
開
削
し
て
埋
め
立
て
た
の
ち
は
ど
う
な
る
の

か
。 

（
名
古
屋
市
）
こ
の
地
域
に
は
空
間
が
な
い
の

で
、
帰
宅
困
難
者
の
こ
と
な
ど
も
想
定
し
て
広

場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

ア
が
通
り
、
リ
ニ
ア
の
駅
が
で
き
る
地
域

で
す
。
立
ち
退
き
、
開
削
工
事
（
駅
の
中

心
部
の
幅
は
６
０
m
、
駅
の
端
が
最
小

で
２
５
m
）
も
行
わ
れ
る
地
域
で
す
。

駅
に
か
か
ら
な
く
て
も
浅
深
度
で
区
分

地
上
権
な
る
も
の
が
発
生
し
ま
す
。 

質
疑
応
答
で
は
、 

◆
名
古
屋
高
速
道
路
を
つ
く
っ
た
と
き

は
、（
工
事
車
両
で
迷
惑
が
か
か
る
の
で
）

地
元
へ
の
補
償
が
あ
っ
た
。
リ
ニ
ア
は
？ 

（Ｊ
Ｒ
東
海
）工
事
車
両
の
補
償
は
考
え
て

い
な
い
。 

◆
那
古
野
小
学
校
は
、
２
０
１
７
年
４
月

１
日
か
ら
廃
校
に
な
る
が
、
リ
ニ
ア
事
業

に
跡
地
を
活
用
す
る
の
か
？ 

１
月
１
４
日
、
名
古
屋
市
西
区
の
那
古

野
小
学
校
体
育
館
で
、
リ
ニ
ア
事
業
説
明

会
が
Ｊ
Ｒ
東
海
主
催
で
行
わ
れ
、
わ
し
の

恵
子
名
古
屋
市
議
（
県
議
選
予
定
候
補
）、

地
元
に
住
む
青
木
と
も
こ
名
古
屋
市
議

選
予
定
候
補
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。 

那
古
野
小
学
校
の
す
ぐ
近
く
は
、
リ
ニ
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Ｊ
Ｒ
東
海
が
行
政
区
ご
と
の
リ
ニ
ア
事
業
説
明
会
に
続
き
、
自
治
会
な
ど
を
対
象
と

し
た
学
区
ご
と
の
事
業
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
村
伸
子
衆
院
議
員
も
参
加
し

て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
の
で
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

１
月
１
７
日
、
名
古
屋
市
西
区
の
江
西
小

学
校
で
Ｊ
Ｒ
東
海
が
主
催
し
た
リ
ニ
ア
事

業
説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

江
西
学
区
の
真
ん
中
の
道(

県
道
２
０
０

号)

は
、
１
日
６
８
２
台
の
工
事
車
両
が
走
り

ま
す
。 

私
の
お
隣
に
座
っ
て
い
た
方
が
、
「
今
で

も
渋
滞
し
て
い
る
の
に
ど
う
な
る
ん
だ
」
と

つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。 

質
疑
応
答
で
は
、 

◆
工
程
表
や
補
償
に
関
わ
る
部
分
な
ど
の

資
料
が
ほ
し
い
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
み
せ

ら
れ
る
だ
け
で
は
検
証
で
き
な
い
。 

(

Ｊ
Ｒ
東
海)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
、
事

務
所
に
き
て
い
た
だ
け
れ
ば
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

◆
工
事
用
車
両
の
影
響
で
他
の
道
へ
は
ど

の
よ
う
な
影
響
が
で
る
の
か
。 

(

Ｊ
Ｒ
東
海)

時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
デ
ー
タ

は
あ
る
の
で
別
途
調
べ
る
こ
と
は
で
き
る
。 

◆
①
今
で
も
道
路
の
継
ぎ
目
で
我
が
家
は

振
動
を
ひ
ろ
い
、
親
戚
の
人
が
家
に
来
る

と
「
地
震
だ
」
と
言
わ
れ
る
。
今
後
、
工

事
用
車
両
が
増
え
る
と
ひ
ど
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

②
土
地
評
価
は
上
が
る
の
か
、
下
が
る
の

か
。
税
金
が
上
が
っ
た
ら
困
る
。 

(

Ｊ
Ｒ
東
海)

①
道
路
管
理
者
と
の
話
し
合

い
の
な
か
で
今
後
検
討
す
る
。
②
土
地
の

評
価
は
、
社
会
情
勢
も
変
わ
る
の
で
、
当

社
で
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

◆
①
東
南
海
地
震
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
②
土
砂
の
搬
出
に
つ
い
て
臨
港

線
を
使
え
な
い
か
。 

(

Ｊ
Ｒ
東
海)

①
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機

に
、
抜
本
的
に
耐
震
基
準
が
改
善
さ
れ
た
。

②
分
散
化
、
時
間
の
関
係
な
ど
で
検
討
さ

せ
も
ら
う
。 

そ
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
回
答
も
。 

(

Ｊ
Ｒ
東
海)

区
分
地
上
権
の
地
域
で
も
建

物
の
基
礎
が
シ
ー
ル
ド
に
か
か
る
場
合
は
、
買
い

取
る
場
合
も
あ
る
。 

(

Ｊ
Ｒ
東
海)

土
地
の
補
償
に
つ
い
て
は
、『
公
共
用

地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
要
綱
』『
公
共
用

地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
』
に
基
づ
き
行

う
。 

 

帰
り
道
、「
結
局
、
具
体
的
に
は
何
も
わ
か
ら
ん

か
っ
た
な
あ
」
と
参
加
者
の
方
々
が
つ
ぶ
や
い
て

み
え
ま
し
た
。 

「
具
体
的
に
は
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
の
感
想

は
、
国
土
交
通
大
臣
が
Ｊ
Ｒ
東
海
に
求
め
て
い
る

「
丁
寧
な
説
明
」
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
の
証
拠

で
す
。 

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
工
事
強
行
は
絶
対
に
許
せ

ま
せ
ん
！
！
こ
う
し
た
声
を
無
視
し
、
強
引
に
工

事
着
工
な
ど
さ
せ
な
い
た
め
に
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
本
村
伸
子
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
よ

り
） 

 

 


